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西側 立面図 S:1/100

1面 断面図 S:1/100

2面 断面図 S:1/100
南側 立面図 S:1/100
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主寝室10帖

ホール 食堂・居間

前面道路
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玄関・ホール 食堂・居間

洋室①6帖 主寝室10帖

屋根：彩色平型屋根スレート板葺
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＊軒天 窯業系サイディング張 ｱ15mm

＊破風 ケイ酸カルシウム板サイディング張12mm

窯業系サイディング張ｱ15mm（PC030BE-9201）
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立面図・断面図

※特例であっても都市計画区域においては

必要があるため立面図、断面図は添付すること。

集団規定は省略できず記入事項を記載する

道路斜線のチェック位置
建築物部分の高さを記入。
検討式を記入。
後退緩和を適用する場合
は塀等の構造高さも記入。

法56条2項を適用する
場合は後退距離を記入。

最小の水平距離

前面道路の中心高さが起点となる。

道路斜線制限

高さを記入のうえ、建

(法56条1項1号）
前面道路の路面の中心

築物の高さが分かる様
にする。

門・塀の位置・高さを記入。

※令130条の12の適用は､前面道路の路面の中心からの
高さによる。

各階の床高を記入。

最高の内法高さを
記入

各階の天井の高さ(天井のない
場合は屋根）を記入。(令21条)
床下までの距離）
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※採光補正係数の算出
のための開口部中心高さ

換気扇150φ

▽2DL

▽1FL

給気口100φ

給気口100φ
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換気扇、給気口の位置と寸法を明示する。

0-7

2
,8

80

▼ＧＬ＋400

▼ＧＬ＋400

20

65
8
,0

05

6
,4

41

平均地盤面からの軒の高さを記入。(令2条）

平均地盤面からの最高の高さを記入。(令2条）

採光補正係数の計算用高さ（開口部の垂直距離）を明示する。
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5▽平均地盤面＋335▽平均地盤面＋335

平均地盤面＝ ＝0.335ｍ
0.4×（5.005＋10.920＋7.280＋7.280）

2.275＋3.64＋5.005＋10.920＋7.280＋7.280

▽平均地盤面▽平均地盤面＋335

擁壁がある場合は､擁壁の
設置位置を記入。
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※配置図などに記入した各部分の高さ、後退距離などの数値に不整合がない様に十分注意すること。 ■小屋裏物置の面積が直下階の床面積の1/8を超える場合は、
壁量計算（図面0-10）の床面積に次の面積を加算

3.69㎡×1.82ｍ÷6.62㎡≒1.10m
■小屋裏物置の平均天井高

（面積6.62㎡）
小屋裏物置

加算する面積＝
小屋裏物置の平均天井高(m)

2.1m
×小屋裏物置の床面積
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